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住 所 東京都小金井市桜町 1-2-20

TEL 042-384-4403

URL http://www.seiyohanekai.or.jp/

経 営 理 念 【基本理念】
　カトリックの精神に基づき、永遠の生命を有する人間性を尊重し、「病める人、苦しむ人、
弱い立場の人」に奉仕します。

【基本方針】
1．援助を必要とする人々をかけがえのない存在として関わり、人間の尊厳にふさわしい
医療または福祉を追求しながら、共にいのちの質を高め合う全人格的な援助を行います。
2．社会福祉の事業として、良質なサービスを提供し、公正に運営します。
3．法令及び規程に則り、事業を運営します。
4．地域社会に立脚した事業として、地域の福祉または医療に貢献します。

【職員の心得】
1．私たちは法人の理念を理解し、その具体的な実現に努めます。
2．私たちは自己の使命を認識し、その職能の専門性を十分に発揮するように努力し、各々
が役割に応じた自己啓発に努めます。
3．私たちは社会福祉事業である各施設を相互に理解のもとに、連携、協力に努めます。

【活動の理念】
　病に苦しむ人、ハンディを負った人、自立の困難な人の隣人となって、援助の手を差し
のべ、その必要に応えて最善を尽くします。
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事 業 内 容
及 び 定 員

【東京地区】
病院（無料・低額診療） 1 か所（199 床）
短期入所 1 か所（3名）
訪問看護ステーション 1 か所
ホスピスケア研究所 1 か所
介護老人福祉施設／短期入所生活介護 1 か所（106 名／ 8名）
通所介護事業所　 2 か所（60名）
認知症対応型通所介護事業所　 2 か所（36名）
訪問介護事業所　 1 か所
居宅介護支援事業所　 1 か所
訪問入浴事業所　 1 か所
介護予防センター　 1 か所
高齢者専用賃貸住宅　 1 か所（5名）
共同生活援助事業所　 2 か所（63名）
生活介護事業所　 2 か所（42名）
就労移行支援事業所　 1 か所（10名）
就労継続支援Ｂ型事業所　 2 か所（40名）
相談支援事業所　 1 か所
【山梨地区】
生活介護事業所 2 か所（189 名）
施設入所支援事業所　 1 か所（122 名）
短期入所事業所　 1 か所（6名）
相談支援事業所　 1 か所
共同生活援助事業所　 4 か所（30名）
就労継続支援Ｂ型事業所 1 か所（15名）

収 入
( 法人全体 )
平成26年度決算

①　社会福祉事業 5,472,142,000 円
②　公益事業 30,915,000 円
③　収益事業 7,380,000 円
　　合計 5,510,437,000 円

職 員 数
（法人全体）

931 名（非常勤含む）

当 面 す る
経 営 課 題

1．施設ごとのサービスから法人としてのサービスへ（経営会議の役割）
2．「5年後の姿」を考える
3．潤滑油としての役割である法人本部
4．福祉における「プロダクトアウト」から「マーケットイン」へ
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取り組みに
着 手 し た
理由、背景

　当法人は、1939 年に病院を開設しスタートした法人であり、設立後 75年以上が経つ。
その間医療部門、知的障害を持つ方への支援を中心とした障害福祉部門、高齢化に伴い始
めた高齢福祉部門と大きく 3つの部門で事業を進めているが、大病院に囲まれた医療圏で
地域の開業医の方とも連携をとりながらどんな立ち位置の病院にしていくのか、また様々
な経営主体が参画する高齢福祉部門において、地域に求められているニーズにどう応えて
いくのか、障害を持った方の地域での生活を支援する地域移行にどう対応していくのかな
ど、それぞれの分野でいずれも世の中の変化についていけているのかという不安感があっ
た。一方で地域の方は当法人に対して、「老人ホームを利用しているが何かあった時に病
院があるから安心」「グループホームを利用しているが近くに病院や老人ホームがあるか
ら便利」など同じ法人内の事業なので当然連携しているという認識があり、それが当法人
を活用するメリットであると考えている。そこでこのギャップを埋めていくためには一施
設だけで物事を考えていては成り立たないとして、法人が持つ機能を相互に活用したり組
み合わせることで、相乗効果となり如いては地域への貢献につながるのではないかと考え、
それを「法人の中期行動計画」という形で示していくことを計画した。
　この計画を策定するために話し合いの場として考えたのが法人の「経営会議」である。
平成 21年から開始し、会議のメンバーは理事長、法人本部と各部門の経営層からなる計
12 名で構成され、毎月第 4火曜日の 17 時 30 分から 1時間を目途に開催している。月
次報告、事業計画・予算の作成、経営課題の協議、イベントに関する検討等、それぞれの
部門がどんなことをしているかを知ることから始め、そこから発展して新しい目線で施設
間の連携によるサービスの提供等を検討したが、なかなかうまくいかなかった。それは各
部門の成り立ちや職員構成、掲げている理念や目標の違いという問題があったからである。
そこで法人本部が間に入り、法人の統一した理念の策定、法人設立者の意志を継ぐための
シンボルの構築、全施設が利用できるホールの完成など、法人単位で物事を考えていくと
いうことを様々な形で発信してみた。
　またそれまでは各施設が独自な考え方で明確な根拠も示さないままに新たな事業や人員
の採用等を進めてきており、その責任の所在も明らかでなかった。そこで中期的な目標を
しっかりと計画し、それを明示して説明と責任を明らかにするために「5年後の姿」と称
して中期的な計画を策定することとした。

取り組みの
現 時 点
で の 効 果

　地域のニーズを捉えそれを計画的に実行していくという点では、築 40年以上経過して
いた障害者支援施設の改築を終えたこと、また都外施設であるがゆえに地元の要望に応え
られるような事業展開を計画してきたことが地元のグループホーム、生活介護事業、就労
支援事業という形で実現できたこと、地域移行を推進するための生活の場を設けることが
できたことなどが挙げられる。また法人内の連携という点では、病院の職員食堂と食器洗
浄業務を障害福祉部門の就労支援事業として委託することや、地域の独居者を病院やデイ
サービスがあるという安心で支える高齢者賃貸住宅の設立といったことに繋がってきた。
また地域の為に永年言い続けてきた病院敷地内への郵便ポストの設置も実現することがで
きた。
　法人内施設がお互いを知るという点では、全施設を対象にしたサービスマナー合同研修
を開催したこと、持ち回りで各施設の事業内容を発表する「職場紹介」を開催したこと、ボー
リング大会などのレクリエーションを開催したことなどが挙げられる。これらはいずれも
経営会議で協議・検討して法人内に展開したことである。
　今後は地域包括ケアシステムの構築はもとより、デイ送迎車を活用した病院利用者の送
迎など、今までの福祉という視点で「プロダクトアウト」してきたサービスに縛られず、
地域の為になるのであればそのニーズにあった「マーケットイン」の精神を推進して様々
なサービスを提供したいと考えている。
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